
      ３班・班山行 新倉山 

○   山行日 H３０年６月１４日（木） 

○   参加者 L 小川、SL 安川、SL 君塚（記）、須田、菊地、佐藤、日下、保坂、 

○       桑原年一、桑原佑子      

○   行程  富士急下吉田駅９:３0－忠霊塔 9:50 一アヤメ平 10:10―ゴンゴン石 10:50 

○        新倉山 11:10 一御殿 11:20／11:45 一霜山 12:50/13:10―天上山 14:10/14:20 

○       河口湖駅 15:30/15:54 

 
私は、今年の３月で、仕事も満了を迎え、初めて平日山行に行きました。いつもは、満員電車に乗り仕事に

行くのになんか出勤する時とは気持ちが違いました。下吉田駅に降り忠霊塔に向かい、春は五重塔、桜、富士

山と見えてとても素晴らしい景色だと思いました。私の故郷は、青森県弘前市なので、弘前公園の本丸から見

た岩木山、桜、お堀りと重なりました。とても素晴らしいので、皆さん一度いってみてください。 

あいにくのくもり空で富士山は、見えませんでした。子育ての神木に手を合わせて、子供達が、皆幸せにな

りますようにと祈りました。アヤメ平では、アヤメが終わったのか 1,2 輪咲いているだけでした。新倉山に向

かい登り、登りの連続でした。 

今回は全員 65 才以上の参加者なので、急ぐことはないゆっくり行こうと、途中花の名前を教えてもらいま

した。私は、皆同じに見えてひとり静、ふたり静、じゅうにん静かかなと思いながら歩きました。登っている

時にトラロウプを使って、前の人と間隔をあけながら、歩く登りは、きついが皆頑張っていました。早い人遅

い人というよりも皆一緒に新倉山、霜山を目指していました。同じペースの人達と登ってるので、苦しい事も

やりとげられ後ろから来ている人たちも皆頑張っていました。 

私は、なぜ、山へいくのだろうか。思いやり、精神力が生み出せるような気がしました。新倉山の頂上は、

思いのほか平坦でしたが、まあいろんな頂上がありますね。霜山もつくまでの登りがきつかったですが、うれ

しかったです。下りは、全く登りと違いゆるやかで足にもやさしく新緑が素晴らしかったです。途中可憐な花

これは、いちやくそうと教えてもらいました。河口湖が見え、なんてきれいなんだろうと思いました。 

  

山茶花 ２０ 
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